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内容の要旨および審査の結果の要旨
アニサキス症のうち，胃アニサキス症は，摂食歴，症状，さらに内視鏡検査で寄生虫体を確認し，虫種
を決定する事により確定診断が出来る。その際，虫体をとりのぞくことにより根本的治療が可能となる。
しかし，腸アニサキス症やさまざまな異所寄生例では，確定診断は困難で，同時に，他の急性腹症との鑑
別の必要性もある。従って，補助的診断法が必要とされ，さらに，より非侵襲的で，迅速かつアニサキス
症に対し特異的に診断し得る方法が求められている。そのため，従来より，患者血清を用いたラテックス
粒子凝集反応などの免疫学的検査が，特定の機関でのみおこなわれてきた。今回，より優れた新しい方法
としてゼラチン粒子を用いた凝集反応を開発し，疫学的に検討した。
アニサキス症患者血清82例のうち，無作為に選んだ34例について，ゼラチン粒子凝集反応とラテックス
粒子凝集反応で測定した両アニサキス抗体価の間には，有意の相関がみられた。アニサキス症患者血清８２
例と，健常者血清48例のそれぞれについて，ゼラチン粒子凝集反応で測定したアニサキス抗体価の分布は，
健常者群においてはく１：２より１：８の間に分布するＬ字型分布アニサキス症患者群においては此１６
を谷とする二峰性の分布を示し，この結果から，１：３２が陽性限界であることが示された。これをもとに，
異なる三地域の健常者血清360例について，ゼラチン粒子凝集反応におけるアニサキス抗体価を測定した
ところ，それぞれの地域において，その陽性率にあきらかな差はみとめられなかった。さらに，ゼラチン
粒子凝集反応を用いた場合の交叉反応性をしらべるために，他の寄生虫症患者についてアニサキス抗体価
をしらべた。その結果それら寄生虫症間の交叉反応性は，ほとんど認められなかった。
これらの結果より，ゼラチン粒子凝集反応を用いたアニサキス抗体価測定法は，従来のラテックス粒子
凝集反応と比較して，反応の明確さ，短時間に判定ができる点で，同等，あるいは，それ以上に有用であ
ることが示された。
本研究は，アニサキス症を血清学的に診断するにあたり，新しく優れた方法が開発されたものとして高
く評価された。
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